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志
賀
秀
之
委
員
（
自
民
）　

国
に
お
い
て
、

国
税
の
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設
に
向

け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
本
県
の
森

林
整
備
・
保
全
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
県
民

に
定
着
し
て
い
る
茨
城
県
森
林
湖
沼
環
境
税

に
影
響
し
な
い
よ
う
、
国
へ
要
請
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
県
の
対
応
は
。

総
務
部
長　

こ
れ
ま
で
も
新
税
に
つ
い
て
は
、

地
方
が
独
自
に
課
税
し
て
い
る
森
林
環
境
税

な
ど
と
の
関
係
を
調
整
し
た
上
で
、
地
方
の

役
割
な
ど
に
応
じ
た
税
財
源
を
確
保
す
る
仕

組
み
と
す
る
よ
う
要
望
し
て
き
た
。
今
後
も

引
き
続
き
、
本
県
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
国

へ
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
全
国
知
事
会
な

ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
震
度
計
の
見
直
し
、
無
電
柱
化

の
推
進
な
ど
も
質
問
）

設
楽
詠
美
子
委
員
（
民
進
）　

保
育
所
の
ほ

か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
病

児
・
病
後
児
保
育
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
市
町
村
間
の
広
域
連
携
を
図
る
な
ど
、

待
機
児
童
の
い
な
い
女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
市
町
村
と

連
携
し
た
保
育
所
整
備
な
ど
の
受
け
皿
拡
大

や
、
保
育
士
確
保
対
策
に
優
先
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
ま
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
今
後
さ
ら
に
市
町
村
間
の
広
域
連
携
が

適
正
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
市
町
村

と
広
域
連
携
実
施
に
当
た
っ
て
の
課
題
な
ど

を
共
有
し
な
が
ら
、
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
口
腔
が
ん
対
策
の
推
進
、
医
療

人
材
の
育
成
、
農
産
物
の
輸
出
も
質
問
）

安
藤
真
理
子
委
員
（
自
民
）　

犬
猫
殺
処
分

ゼ
ロ
を
目
指
す
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
保

護
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
や
地
域
猫
活
動
に
お

け
る
不
妊
去
勢
手
術
費
用
の
助
成
が
必
要
と

考
え
る
が
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

保
護
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
殺
処
分
頭
数
の
動
向
な
ど
を

見
て
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。
地
域
猫
活
動
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

九
年
度
か
ら
活
動
の
支
援
に
資
す
る
予
算
を

計
上
し
て
お
り
、
今
後
市
町
村
と
連
携
し
、

地
域
猫
活
動
へ
の
地
域
住
民
の
理
解
と
合
意

を
得
た
上
、
技
術
的
な
支
援
と
不
妊
去
勢
手

術
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
、

霞
ヶ
浦
の
水
質
保
全
に
向
け
た
レ
ン
コ
ン
栽

培
な
ど
も
質
問
）

川
口
政
弥
委
員
（
自
県
ク
）　

県
南
地
域
は

東
京
へ
の
通
勤
圏
で
あ
り
、
常
磐
線
取
手
・

土
浦
区
間
の
利
便
性
を
高
め
、
よ
り
一
層
魅

力
的
に
す
る
こ
と
が
、
常
磐
線
の
利
用
客
や

定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
す
上
で
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

沿
線
市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て
、
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
常
磐
線
の
さ

ら
な
る
利
用
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
取

手
市
な
ど
沿
線
地
域
の
発
展
や
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
、
取
手
・
土
浦
区
間
な

ど
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ

粘
り
強
く
要
望
し
、
通
勤
時
間
帯
に
お
け
る

東
京
駅
、
品
川
駅
へ
の
一
本
で
も
多
く
の
乗

り
入
れ
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
相
野
谷
川
、
北
浦
川
、
西
浦
川
整

備
、
教
育
行
政
諸
課
題
の
対
応
な
ど
も
質
問
）

鈴
木
定
幸
委
員
（
自
民
）　

東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
誘
致
に
つ
い
て
、
国
の
特
別
交
付
税
措
置

へ
の
上
乗
せ
助
成
や
、
交
付
税
の
対
象
と
な

ら
な
い
食
糧
費
や
施
設
改
修
費
な
ど
に
対
し

て
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

県
で
は
、
食
糧
費
な

ど
特
別
交
付
税
の
対
象
と
な
ら
な
い
費
用
も

含
め
、
市
町
村
の
実
質
的
な
負
担
額
の
二
分

の
一
を
補
助
す
る
制
度
を
平
成
二
十
九
年
度

予
算
に
盛
り
込
ん
だ
。
施
設
改
修
費
に
つ
い

て
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
制
度
」

な
ど
の
有
利
な
助
成
制
度
が
活
用
で
き
る
よ

う
、
市
や
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
な
ど
へ
の
指
導
・
監
査
、
義
援
金
の
簡
便

な
拠
出
手
法
な
ど
も
質
問
）

先
﨑
光
委
員
（
自
民
）　

慢
性
的
な
魅
力
度

ラ
ン
キ
ン
グ
最
下
位
と
い
う
現
状
を
打
ち
破

る
た
め
、
全
庁
体
制
で
本
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

体
制
強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

本
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
上

で
、
何
を
重
点
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
、
庁
内

で
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
効
果
的
・
効
率
的

に
発
信
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。

広
報
戦
略
会
議
の
メ
ン
バ
ー
を
現
在
の
関
係

課
長
か
ら
全
部
局
の
次
長
と
す
る
な
ど
充
実

強
化
し
、
県
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
事
項
な
ど

に
つ
い
て
の
情
報
共
有
と
全
庁
的
か
つ
戦
略

的
な
広
報
Ｐ
Ｒ
に
係
る
企
画
・
調
整
を
徹
底

す
る
な
ど
、
今
後
、
一
層
努
力
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
防
災
士
の
育
成
と
活
用
、
消
防

団
員
の
確
保
と
育
成
な
ど
も
質
問
）

島
田
幸
三
委
員
（
自
民
）　

五
月
と
七
月
の

中
旬
に
小
美
玉
市
玉
里
地
区
か
ら
見
る
筑
波

山
に
夕
日
が
沈
む
風
景
は
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

筑
波
」
と
い
わ
れ
、
美
し
く
感
動
的
で
あ
る
。

こ
う
し
た
本
当
に
感
動
し
、
自
慢
し
た
く
な

る
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
探
し
、
県
民
に

知
っ
て
も
ら
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

商
工
労
働
観
光
部
長　

市
町
村
や
観
光
事
業

者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
関
係
者
か
ら

提
案
い
た
だ
く
場
を
設
け
、
地
元
の
人
し
か

知
ら
な
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
お
土
産
品
な
ど

新
た
な
観
光
資
源
を
発
掘
し
て
い
く
。
ま
た
、

県
民
に
対
し
県
域
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
広
報

紙
ひ
ば
り
、
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
情
報
発
信
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
さ
ら
な
る
茨
城
空
港
の
利
用
促

進
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
も
質
問
）

江
尻
加
那
委
員
（
共
産
）　

一
昨
年
九
月
、

水
戸
市
で
三
歳
の
男
の
子
が
虐
待
で
亡
く

な
っ
た
が
、
乳
児
院
か
ら
家
庭
に
戻
る
際
、

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
開
催
し
、

対
応
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し

た
問
題
に
対
応
す
る
児
童
福
祉
司
な
ど
の
人

数
が
少
な
く
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

今
後
、
子
ど
も
が
乳
児
院

か
ら
家
庭
復
帰
す
る
場
合
に
は
、
協
議
会
で

慎
重
に
検
討
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
く
。

知
事　

児
童
福
祉
司
を
現
在
の
五
十
五
名
か

ら
、
二
十
九
年
度
に
六
十
三
名
、
三
十
一
年

度
に
七
十
五
名
と
す
る
た
め
、
計
画
的
に
人

員
を
確
保
す
る
な
ど
体
制
強
化
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
獣
医
師
の
人
員
配
置
と
処
遇
改

善
、
東
海
第
二
原
発
の
廃
炉
な
ど
も
質
問
）

高
崎
進
委
員
（
公
明
）　

経
済
的
な
負
担
の

軽
減
と
し
て
、
小
児
マ
ル
福
制
度
の
さ
ら
な

る
拡
充
を
求
め
る
声
が
多
い
が
、
外
来
自
己

負
担
・
所
得
制
限
の
廃
止
、
外
来
の
補
助
対

象
を
中
学
三
年
生
ま
で
と
す
る
こ
と
な
ど
、

制
度
の
一
層
の
拡
充
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

知
事　

自
己
負
担
・
所
得
制
限
に
つ
い
て
は
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
福
祉
の
裾
野
を
広
げ

る
た
め
に
は
、
一
定
の
負
担
を
お
願
い
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
ま
た
、
中
学
三
年
生
の
外
来

ま
で
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

少
子
化
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め

に
大
変
有
効
で
あ
り
、
今
後
の
財
政
見
通
し

な
ど
を
見
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
総
合
治
水
対
策
、
県
立
高
等
学

校
に
お
け
る
災
害
備
品
の
備
蓄
な
ど
も
質
問
）

石
井
邦
一
委
員
（
自
民
）　

県
北
山
間
地
域

の
人
口
減
少
問
題
の
解
消
の
た
め
に
は
、
県

北
山
間
地
域
へ
の
高
規
格
道
路
の
早
期
整
備

が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

現
在
事
業
を
進
め
て
い
る
国
道
一
一

八
号
袋
田
バ
イ
パ
ス
や
平
成
二
十
九
年
度
新

規
に
事
業
化
す
る
県
道
常
陸
那
珂
港
山
方
線

の
整
備
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
供
用

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
ほ
か
、
新
規
事
業
で

あ
る
広
域
連
携
軸
形
成
事
業
に
よ
り
、
交
通

や
観
光
、
地
域
計
画
な
ど
各
分
野
の
有
識
者

で
構
成
さ
れ
る
道
路
懇
話
会
を
設
置
し
、
県

北
山
間
地
域
へ
の
高
規
格
な
道
路
の
在
り
方

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
人
口
減
少
問
題
、
医
療
提
供
体

制
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

　

舘
静
馬
委
員
（
自
民
）
か
ら
、
道

路
の
陥
没
や
ひ
び
割
れ
対
策
お
よ
び

河
道
内
に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
な

ど
に
二
億
円
、
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を

目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
三
千

万
円
を
増
額
す
る
修
正
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

修
正
案
に
対
し
、
高
崎
進
委
員
（
公

明
）
か
ら
、
県
議
会
が
目
指
し
て
き

た
財
政
健
全
化
の
流
れ
と
の
整
合
性
、

積
算
根
拠
な
ど
に
係
る
質
疑
お
よ
び

江
尻
加
那
委
員
（
共
産
）
か
ら
、
増

額
修
正
の
財
源
に
関
す
る
意
見
表
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
議
会
の
増
額
修
正
権
に
つ
い
て
は
、
地

　

方
自
治
法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
規
定

　

に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
。

第
一
号
議
案
平
成
二
十
九
年
度

茨
城
県
一
般
会
計
予
算
に

対
す
る
修
正
案
の
審
査

予 算 特 別 委 員 会

３
月
21
日（
火
）　

　

志し

が賀　
　

秀ひ
で
ゆ
き之

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子
（
民　
　

進　
　

党
）

　

安あ
ん
ど
う藤　

真ま

り

こ
理
子
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

川か
わ
ぐ
ち口　

　

政ま
さ
や弥

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

鈴す
ず
き木　

　

定さ
だ
ゆ
き幸

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
22
日（
水
）

　

先ま
っ
さ
き﨑　

　
　

光
ひ
か
る（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

島し
ま
だ田　

　

幸こ
う
ぞ
う三

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

江え
じ
り尻　

　

加か

な那
（
日
本
共
産
党
）

　

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む（

公　
　

明　
　

党
）

　

石い
し
い井　

　

邦く
に
か
ず一

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者


